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１‐１　電池・バッテリー業の産業分類	

　大分類　E　製造業	  

　中分類　29　電気機械器具製造業	  

　　　　291　　発電用・送電用・配電用電気機械器具製造業   
　　　　292　　 産業用電気機械器具製造業 
　　　　293　　民生用電気機械器具製造業	  

	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  294　　電球・電気照明器具製造業 
　　　　295　　電池製造業	  

　　　　　　2951　　蓄電池製造業 
　　　　　　2952　　一次電池 （乾電池、湿電池）製造業 

　　　　296　　電子応用装置製造業 
　　　　297　　電気計測器製造業  
　　　　299　　その他電気機械器具製造業  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2951には、蓄電池、ニッケルカドミ
ウム蓄電池、リチウムイオン蓄電池
などが含まれる。 
2952には、乾電池、湿電池、水銀電
池、アルカリ電池などが含まれる。	

299には、太陽電池な
ども含まれる。	



１‐２　電池の基礎と歴史	
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1　１次電池と２次電池	
• １次電池（乾電池、湿電池）とは、電気回路につなぐことで直ちに直流電流を発生する
が、充電操作によって容量を回復することのない電池の総称。	

• 一方、２次電池（蓄電池）は、電気エネルギーを化学エネルギーに変換し保存（充電）し、
必要に応じ電気エネルギーを取り出して使う（放電）することのできる機器の総称。	

2　電池の歴史	  



２　電池の総生産数、生産規模（2015年、2010年データ。電池工業会統計から）	

4	総数では一次電池(61%)＞二次電池(39%)だが、金額では二次電池が９割以上(91%)を構成。そのうち、
リチウムイオン電池が最大で金額ベースで二次電池の過半(51%)を構成する。	



２　電池の総生産数、生産規模（ 2008年、2002年データ。電池工業会統計から）	

5	総数ベースでは、2002年がピーク(62.9億個）。総額ベースでは2008年がピーク(8,461億円）。	



３‐１　蓄電池製造業の市場の特性や動向　	
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1　市場の特性	
• 鉛蓄電池はそのほとんどが自動車用であり、自動車メーカーの販売動向に左右される。	
• アルカリ蓄電池は長寿命の特性を生かし、非常用や制御用などに広く利用。	
• リチウムイオン電池をはじめとした小型２次電池は、モバイル製品、家電製品、ノートＰ
Ｃ等に組み込み部品で使われるので、納入先メーカーの要求仕様や販売動向に左右
される。	

2　動向	  

• リーマンショックまでは市場は安定的に成長していた。一時的な影響はあるものの、情
報機器の多様化、モバイル化の中で小型２次電池への需要は増大している。	

• 特にリチウムイオン電池は、小型で長持ち、繰り返し充電しても電力が落ちにくいとい
う特性から、スマホやハイブリッド車(HV)に利用される。車載向けは、充電インフラが充
実すれば、EV向け需要の本格化も見込まれる。	



　（参考）リチウムイオン電池業界と自動車業界の連携やリチウムイオン電池材料業界	
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正極材と負極材の
あいだをリチウム
イオンが行き来す
ることで、充電と放
電をくりかえすこと
ができるが、正極
材と負極材が分離
されず接している
と、短絡（ショート）
し、加熱、発火す
る。セパレータはこ
れを防ぐもの。	



３‐２　電池・電池材料業界	
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電池製造業を営む上場会社の多くは、左表のように、他の
事業も行っており、電池製造業の占めるウェイトが必ずしも
大きくない。そのため、電池製造業の占めるウェイトの占め
る割合の大きい左の３社を選択した。	

KMONOS.jpより	



４‐１　事例企業の概要	
株式会社　ジーエス・ユア
サ　コーポレーション	

古河電池株式会社	 ダブル・スコープ
株式会社	

本社所在地	 京都市	 横浜市保土ヶ谷区	 品川区大崎	

創業	   平成16年（日本電池とユア
サコーポレーションが株式
移転により設立）	

昭和25年（古河電気工
業より電池製作所の事
業を承継し発足）	

平成17年	

事業内容とセグメント
売上高比率(　)内はセ
グメント利益の構成比
率(%)	

国内自動車電池14(15)	  
国内産業電池・電源装置20
(37)、海外52(52)	  
リチウムイオン電池10(‐3)	  

自動車67(35)	  
産業32(59)	  
不動産1(5)	  
他0.0(1)	  

リチウムイオン二
次電池用セパ
レーター製造・販
売(100)	  

海外比率(%)	 52	 海外35	 99	

主要取引先	 （販売）ﾄﾖﾀ、ｽｽﾞｷ、ﾎﾝﾀﾞ	  
（仕入）東邦亜鉛等	

東ｶﾝ市旭再電子、
LGｸﾞﾙｰﾌﾟ	

資本金	 	  	  	  33,021百万円	 	  	  1,	  640百万円	 	  	  4,131百万円	

売上高	 369,760百万円	 53,903百万円	 7,448百万円	

営業利益	 	  	  	  	  20,9141百万円	 	  	  	  2,441百万円	 	  	  	  	  	  	  	  	  1,909百万円	

従業員数	 14,506人（372人）	 	  	  	  	  	  	  2,188人（174人）	 	  	  	  186人（12人）	

筆頭株主	 日本ﾏｽﾀｰ信託(7.0%)	 古河電工(57.3%)	 日本トラスティ信
託（21.7%)	 9	



４‐２　三社の主な経営指標	
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分類	 経営指標	 ジーエス・
ユアサ	

古河電
池	

ダブル・
スコープ	

収益性	 総資本当期純利益率（ＲＯＡ）(%)	 2.79	 3.45	 10.73	

自己資本当期純利益率（ＲＯＡ）
(%)	

5.51	 9.43	 14.75	

売上高営業利益率(%)	 5.66	 4.53	 25.63	

売上高当期純利益率(%)	 2.72	 3.26	 24.57	

安全性	 流動比率(%)	 169.52	 121.97	 492.29	

自己資本比率(%)	 44.89	 33.59	 72.50	

成長性	 売上高成長率（３期）(%)	

効率性	 総資本回転率（回）	 1.03	 1.06	 0.44	

固定資産回転率（回）	 2.03	 1.88	 0.70	

棚卸資産回転期間（日）	 45.27	 18.11	 35.67	

生産性	 １人当たり年間売上高（万円）	 2549	 2463	 2577	

１人当たり年間当期純利益（万円）	 69	 80	 633	



５　ワークシート　	
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1　財務諸表から読み取れる各社の強みと経営課題は？	
• （着目した経営指標）	

2　財務諸表から読み取れる各社の経営課題は？	  

• （着目した経営指標）	

3	  その他気づいたこと等	
• （着目した経営指標）	



（参考）三社の経営指標	
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